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，
あ

つ

ね

。

そ

•し
て
こ
れ
を
家
行
レ?:
の
が
中
世
後
期
の
獨
逸
都
市
だ
つ
た
の
で‘あ
る
。
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こ

、
に

都

市

の

行

政

”
財
政.
と
の
諸
般
の
指©
に
つ
い
て
個
々
に
觸
れ

ro
ie
o
A

翁.
き
，、

そ

の

全

貌

を

一

言

を

以

て

藉

す

な

ら

ば

，
、
、
自

辦
と
い
ふ
銃
‘一
的
な
觀
點
か

.
ら
萬
辦
が
律
さ
れ
て
ゐ
仁
。
そ
じ
て
活
氣
の
溢
れ
た
市
民
來
活
髁
を
飢
リ
出
し
て
ゐ
た
の
ヤ
あ
る
。
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0
-T
It
段
の
視
脚
；̂

遠
隔
地.
質
凝
に
從
琪
す
る
際
の
如
く
に"
®

に
濶
達
で
あ
つ?:
と

は

得

な

い

。
餘
狹
な
場
合
も
多
か
つ
た
。
又

,

\ 

. -、、.*
\ 

. 

. L 

/ 

.• 

.

都
市
の
經
濟
證
の
反
面
に
は
、
頭
を'抬
げ
づ
、
あ
る
新
レ
い
社
會
曆
が
嵴
い
影
を
投
げ
か
か
て
ゐ

.
た
，こ
ど
；

o

否
め
な
い
。
然
し
尙
そ
れ

は
未
だ
確
乎|:
る
足
場
を
持
つ
ま
で
に.
は
な
つ
'て
ゐ
な
か
、つ
た
の
で
あ
る
_
。
從
‘つ
て
中
世
後
期0
獨
逸
都
，市
は
、
總
じ
て
い
•ベ
ば
沈
滯
レ
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て
ゐ
た
の
で
は
な
い
ー
衰M

し
て
も

ゐ

1な

い

0 <

こ
れ
を
以
て
沒
落
途
上
に
あ
る
と
見
る
の
は
既
述
の
對
_
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重
視
レ
忆
级
合
で
あ
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り
ゝ
そ
の
他
方
广
對
內
關
係
に
着̂
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
成
熟
期
に-あ
り
た
ど
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
？
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對
外
^
ぐ
み
對
內
上
い
ふ
も
そ
れ
は
說
明
の
领
東
の
た
め
に
?:
で
た
區
別
，に‘外
な
ら
な
い0
、W
際
に
ば
兩
乾
相
交
錯
し
て
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.
離

ち

離

く

、
，
そ

S
s

f

^
o

-T,
、
f

f
る
坐
活
體
に
又
は
そ
れ
を
篤
す
る
市
民
に
關
係
す
る
。
然
し
都
市
I

に
找
領
邦
，
 

も

4」
人
？̂
坐
が
の
場
と
し
て
揭
つ
た
意
義̂;
は
問
题
と
じ"
1
し
て
^
の
便
{0
¥段
を
藉
力
る
な
ら
ば
、
中̂
1
0期
办
獨
逸
都
：9
の

；
、
 

*歷

臾

,©
意
は
澍
外
關
S
J
t

の
，̂
部
に
お
い
て
别
，左
さ
れ
成
長
を
；遂
げ
忆
も
の
に
求
む

.
べ
き

で

念•ぅ
。,
そ
れ
は
端
的
に
は® 

‘
市
文
化
と
鄭
ば
れ
世
俗
文
化
と
警
れ
當
の
で
戈
。
こ
•
の
鳴
味
に
お
い
て,̂
世
後
期
の
獨
逸
都
市
の
通
要1
は
、
紀
治
、行
政
、經

、

達

| |
:1

:;
:

1

1_

1

議

暮
1 :
填

變
1
_

_

#

,

1 ;
>
載

康

1

1 :_

^

裏
は
義
の
優
越
す
る
社
會
に
對
し
て1
俗
人
世
坭
を
築|

げ
に
と
こ
る
に
仅
る
と
い
ふ
荐
平
凡
な
結
論
に
歸
着
す
る
。
0
O
¥ 

市
が
こe

s

に
お
や
i

t

,た「
f

」

文
化
、「

I

文
化
は
、
後
代
に
お
け
る
が
如
直
つ
私
々
が
こ
の
I

以
て
f

に
聯 

想
す
る
が
如
き
内
雜
の̂

の
で
は
々
か
，つ
た
。
こ
の
點
を
次
節
に
お
い
て

.
ー
言
し
ょ
、フ
。
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：
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ぺ.

リ
礼
後
谓
の
觸
激
和
市
を
舞
蜜
と
じ
て̂

さ̂
れ
た
哪
俗
文
化
は
頗
る
多
彩
な
も
の
で‘
つ
た
。

输

肅

に

お

'け

る

デ

f

;

フ
V

グ
リ
ユ 

1
ネ
ワ
ル
ド
ゾ
ホ
，丨
ル
バ
イ
ン
.
父
子
、
、彫
刻
に
お
け
る
。へ

ふ

！

フ
1

マ
等
の
百
裏
名
を
摩
げ
る
だ
け
でV

そ
の
內
容
の
豐
へ. 

力
さ
は&

は
れ
ょ
ぅ
。

ハ
ン
ス
•
ザ
ゾ
ク
ス
の
如
竟
衆
課
人
マ
ツ
：

チ
ス
ペ
ヴ
ィ
ン

-
フ

，
H 

kン
グ
、£

イ
ヒ
リ
广
ン
、

エ
ラ
ス
ヘ
ス 

の
如
き
代
表
的
人
本
主
義
キ
披
て
は
レ
ザ
ォ̂V
タ•
ヌ
ス
ゃ
〒
ぺ
ル-1
1

の
如
鼻
名
な
自
然
科
學f

こ
の
時
期
に
恩
す
る

P

諸 

候
S

敎
の
外
に
都
沖
を
設
立
款
と
す
る̂:
f

多
數
設
外
ら
れ.
都
市
の
經I
す

る

繼

礙g

と
共
じ
敎
育
世
俗
化
の
過
程
を
進
か
て

,

朽
つ
た
。
印®
術
‘̂
^
歩
に
ょ
つ
て
古
典
語
や̂
典
文
屢
の
硏
究-
は
普
及
し
ノ
思#
は
遠
，隔
の
地
！

4

も
容
易
に
傅
逹
灰
れ
る6
叉
演
劇
や 

戈

學

に

斓

逸

坭

旅

件

を_

ク

-?
:
も

の

が

盛

、
と

か

り

、

卬

代

ぎ

や

記

錄

6
外
他
夂
民
族
語
と
、し
て
の
齓1
語
が
使
川
さ
れ
、
.
こ
こ
^
謂 

，ゆ
る
闽
圾
施
情
は
汪
溢
し
.
た
の
で
あ
つ
た0 

: 

-  

'  

；•

.

.

.
- 

.

が
、
る
世
俗
'̂ -
化
の
^
股
に
伢
太
利
ル
ネ
サ
ン
ス̂
於
け.
る
人
本
* ;
讀
の
影
響
が4

つ
叱
こ
と
は
键
を̂
^
な
い
0-
殊

に

侪

汰

'
利

に

近 

い
ア
ゥ
ダ
ス
ブル
ク
は
ハ
K

に

.#
じ
た
ヴ
一
ネ
チ
ア: i
の
'®
業
連
絡
に
伴
つ
て
仞
太
利
文
物
政
ん
の
們
炉
と
办
づ
て
ゐ
扪
舰
が
あ
る
ノ
同 

M!
/
の

聖

ァ

、ノ

ナ

敎

會

切

，
フ

パ

ガ
ぃ
禮
3

は
、
猶
逸
に
お
け
名
最
初
の

《

不
サ
ン
ス
様
式
建
築
でS

た
と
い
は
れ
、て
ゐ
气
と
こ6
で 

故
シ
'ト
^
丨

ダ

ー

敎

授

は

，游

十

五

#
紀

胡«
^
^
ば
一
，
般

に

龜

督

敎

此

"
公

ボ

的' ^
濟
觀
が
办
配
し
て
ゐ
た
奶
で
あ
つ? :
が
、
た
で
ア
ゥ 

，、
、ク
ン
フ
ル
ク
は̂

に
认
木
、*-
I
K
^ :
コ
ン
ラ
ー
、ド• 
•ホ
ィ
チ
ン
ガ
ー
の
强l

於
導-
の
下
に
いV
は
や
く
*
經
濟
精
神(

lM
Fb
主
義
的
；̂
私
益 

的
經
濟
1M)

.

'へ
の
轉
向
を
示1
、>
#

て
そ
れ
拭
シ.
ュ
ヮ
ー
べ
ン
哋
方
の
諸
徹
業
锨
伯
に
擴
ハ
ク
て
げ
づ
^
ト

說

か

れ

^

^

こ

ン

で

ア

ヴ 

グ
ス
ブ
ル
グ
の*
經
濟
精
神
劝
み|

す
當
時
の
都
市
れ:!
0:
俗
文
化
一
般
が
、
ど
れ
だ
け
を
餅
太
刺
ル
ん
サ
ン
ス
の
齡
響
に
f t
ひ
ど
れ 

だ

け

を

，：
：
！
己

の

過

去

の

成

报

七

it
る
V
と

い

ル̂
題

も

，あ
,̂

わ

吹

で

は

あ
^5

が

、*
そ'れ

は

帶

い

て

、

.
當
時
の
-商
業
邡
市
ス
ア
ゥ
グ
ス
ブ
ル

.

.

.
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舊

響

寵
^

^
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1

疆

1 1
麗

麗

麗
_

1
,

1

翁
«

#

霞

^

:̂

農

1

飯
&
響

：.

爲

.M
i
權
造.
1
あ
つ
管
の
'は
、
中
取
後
期
に
至
つ:̂
も
依
然
保'持
'§
れ
て.
ゐ
た
。
卽
ち
基
瞥
敎
と
私
益
優
先

(

營
利
精
神y

と
の
交
叉, 

ズ

中

,#
市
^
乃
至
商
業
锊
本§
精
神
襁
锆
で}
り
ぞ
れ
以
外
の
も'の
1 :
'
;
:̂

:̂
か
0 (
た
と
游
へ
：る* -
で.
か
る
。

'  

\

\

蝕
に
ヮ
ル
ド
廣'や
，ブ
/
^
倩
徒
等
0
爲
端
:̂ ,
運
» -
试
願
ゼ
治
げ
で
ゐ?1
^

で
あ'を
が
、尙
全
體1
し
で
見
か
ば
、
都
市
に
は

(

亦
農
衬
に

,

:
-

s

f
紙

翁

，
裏

義.
し

：0
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•

も
タ
リ
^

^
§
來.
の
信
何
^
{

齓
し
で
ゐ
た
-.
0
:1
:
'̂

9̂
'.
敎
食
は
ハ
旣
述
碰
分
製
に
も
枸
は
ら̂
、■、，依
然
市'̂
坐
活
の
*中

樞

を

な

し

て 

ゐ
た
。ベ
市
§

珩
遞
は̂
:

的
:̂
i
e
T
あ
れ.
又
は
'圑
f
的
な

，̂
の
で
あ
れ"
ぎ

教

的

織

れ

t;-
も

の

で

あ

つ

た

。
.
彼

等

が

. 

'
吵
骧
を.
擧
げ
て
か
.ら
永
遽:0
)
眠
”
に
就
く.
す
で
0:
1
贽
|

動
か
敎
#
を

以

て

缺

發

の

據

り

，ど

ご

ろ

と

す

る

も

0'
'
'
で

あ

つ

頌

1:
1

、
常

。
出 

〔

俗

^
:
命

域

と

宗

敎
,̂
領-
域

と

は.

和

接

，し
.
て.
5
0̂
と.
い
ふ
ょ'り
‘は
，
融

合

し

て

ゐ

た

の

で

あ

る

。

敎

脅

は

そ

の

宗

敎

亂

信

望

を

失

ひ

つ

、
.̂〔

• 

'つ
忆
ガ
、
實
際
に
は
た
の
時
期t

お
い
て
も
尙
市1
组
七
を
金
般
的
に
镫
つ
て
ゐ
た
の
で̂
る
。
し
か
も
ぞ
れ
は
一
般
市
圾
だ
，け̂
こ
と
/ 

.
■.-

■•
'-■•彻_

^

_̂

_

」

雙
^

^
柳

嫩

藤

潔

％
湯_

漱_

泰_

滿

孤

礙
'̂
名
..沖1:--:̂
^
雕
藤
»^
會
» ;.
胜
*
^
1
^

职
秘が

な
*::r

训
ra
l
#
t0
を
脱
^
な

が

ら

石

、

象

乃

至

栽

；
督

敎

必

は

絕

綠

y

る
に
至
？

ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
队
謂
は
居
順
な
人 

木
中
：
_

の
感
化
4

つ
てv
:T
!
/
f
個
性
私
識
を.
一

藤

ロ
ヌ
た
ゎ
：

^
で
あ
っ
た
が
い
激
し
法f

駿
し
敎
す
とS

し
f

と
は
考
へ 

I
ゐ

な

か

っ

，た
。

勿

論

宗

敎

改

欺

と

い

ふ

形

ぜ

紳

'へ
近
付
く
新
し"い
途
を
見
出
さ
ん
と
す
る
努
カ
は
拂
は
れ
た0，こ
の
た
也
に
新
し
い
敎 

' 

t
竪
す
る
命
て
が
‘あ
つ.
ね
。

部

し

そ

れ

は

；
学

る

に

；

f

を

繞

，る

裳

，
t

。
神
切
た
め
の
印
ひ
で
あ
る

が
？
，

神
に
反
對
す
暴
ひ 

'

:/
e
は
な
が
っ
S

で
t

。'
宗
敎
改
取
は
ょ
く
い
は
れ
て
、
f

や
ぅ
に
：-
純
称
な
中
*
的
信
仰
，S

歸
t
る
ご
ど
をk

的
と
し
た
の
で
る 

,

っ
て
、
無
信
仰
背
ス
は
濟f

は
こ
れ
とt

無
緣
の
徙.
で
あ
つ
た
。
远

、I

I
敎
改
I

に
お
い
て
も
、f

社
會
4
ら
追
放
そ 

.

れ
た
の
で
金
。
緊

中

佌«'
期
の
市
^

.̂
そ
の
心
底
深
く
宗"敎
，的-
衝
動
を
藏
し
て
ゐ
た
の
で
，
4
つ-
た
0 

•：

-

:

、

.

.
^
っ
て4
ポ
後
©

カ
賴
ガ
次.
化
乃
至
'1
»

*̂
文
化
ポ
、
か 
> 
る
市
^
々
以
て
是0*
創
避
者
と
し
た
以
上1
.そ
れ
は
ぼ
基̂

敎
的

文
化
で
、

も

,
,
.な
論

宗

翁_

の

も

ゃ

？

名

っ

ビ

。

4

竽

の
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